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令和８年度技能検定 春のグリーンフェア 2026 開催案内
　春のグリーンフェア２０２６実行委員会（広島市都市整備局緑化推進
部緑政課花と緑の施策係　所管）では、春のグリーンフェア２０２６を
令和８年５月２３日（土）、２４日（日）の両日で開催を計画しておりま
す。　組合関係者６事業者が出店を予定し
ておられます。今年の会場もひろしまゲー
トパーク（旧広島市民球場跡地）です。
　エディオンピースウィングヒロシマの開
業、グリーンアリーナのイベント実施もあ
り、多くの集客が期待されます。

　広島県職業能力開発協会では、
令和８年度の技能検定試験の受検申し込みを 4月６日（月）～４月 1７
日（金）【必着】までの期間で受け付けております。
実技試験、講習会の開催等日程は決まりましたら広島県職業能力開発協
会から通知されますので受検者の方はご注意ください。
　確定しております学科の試験日は以下のとおりです。

検定職種 　　　　　　　　　学科試験日
　園芸装飾　　　　3 級　　　　7 月１２日（日）午前中
　造園工事　　　１・2 級 　　　8 月２３日（日）午前中
　造園工事　　　　3 級 　　　7 月１２日（日）午後
　フラワー装飾　１・2 級 　　　９月   ６日（日）午後
　フラワー装飾　　3 級 　　　7 月１２日（日）午後

技能検定は、働く人々の技能や知識を検定し、公証する国家検定制度です。
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母の日商戦に向けてご多忙の毎日と存じます。
花き商組合では、昨年同様「母の日ポスター」の配布を予定して
おります。母の日の販売促進にぜひともご活用頂ければと思います。
花き商購買部では母の日関連資材も多数取り揃え、４月１5 日（水）
から４月２1 日（火）まで春の特別セールを開催いたします。
ぜひ、この機会に購買部をご利用くださいませ。スタッフ一同ご来店をお待ちしております。

お知らせ

JFMA ニュースより抜粋
花き購入率最近 1年で花を購入しましたか？
農林水産省による「花き消費動向調査（インターネット調査）」で毎年聞いている設
問に「最近 1年間に花を購入しましたか？」があります。
2009 年には 75％の人が花の購入経験があったのに対して、2024 年には 36％まで減
少。15年前では 10 人のうち、7～8人が購入してたのに対して、2024 年では購入し
ていない人が 6人という結果に。男女別の購入率は男性 31％、女性 40％。年代別では
20代 24％、30 代 34％、40 代 37％、50 代 48％。50 代女性のみでは購入率は 57％と
なっています。年齢が上がるごとに購入率はわずかだが高まっていると言えます。
では、どんな場面で花を購入しているのか？自宅装飾用 39％、墓参り 44％、お供え用
35％、誕生日のお祝い 24％（複数回答）。花を購入する日では、母の日 45％、お彼岸
37％、お盆 37％、お正月 19％。花き業界が仕掛けているバレンタインデー、いい夫婦
の日などは 6～7％と増えてきてはいますが、全体から見ると比率は小さいといえるで
しょう。ただ、調査の結果には表れてきませんが、最近では成人式、卒業式での花贈り
は伸びてきているといいます。また、年代別では 29歳以下の世代の花の購入がコロナ
禍以降伸びていることも注目したい現象です。もちろん絶対値は小さいですが、他の年
代が全てダウントレンドの中で、注目されています。現在行われる歳時に加え、Z世代
やα世代への花のアプローチ方法を考えることが重要になってくるのではないでしょうか。
花の購入価格帯について
プレゼント用では、3000 円以上が 49％、主流の 3,000～5,000 円は 41％。1,500 円以下
のカジュアルギフトが 2022 年 11％、2023 年 17％、2024 年 19％と少しずつ膨らんで
きてはいます。
自宅用では安い価格帯が狭まってきていましたが、2024 年には反転して 1500 円以下が
80％と生活防衛色が色濃く、価格帯はより低価格志向となっていることがわかります。
なお、自宅用の受容価格帯は 1,000～3,900 円となっていて、実購入額は 1,966 円となっ
ています。生産者や流通業者視点では現状の低価格を維持していくのはとても大変なこと
であると考えます。価格帯に変化をもたらすには、新たな付加価値が生まれることが望
まれます。

花を飾っているサイズ（自宅切り花）
自宅で飾っている花は、短めが人気。92％が 40cm未満を希望、20cm未満で
も 37％が望まれているといいます。
自宅で使っている花瓶のサイズは、ミニサイズ（12cm以下）が 49％、中サイ
ズ（13～25cm以下）が 71％となっています。
今後花の消費拡大を図っていくには、ホームユース需要を伸ばしていくことが
キーになると考えます。現在市場に出回っている切り花は 2L 規格 80～90cmが
ベースとなっています。
短いと値が安くなってしまうので生産者は作りたがらないという理由もあります
が、ヨーロッパではバラの 80％が 50cm以下の短茎が出回っているといいます。
短茎であれば生産段階でも農薬・肥料・エネルギーが削減できます。そうした
短茎の切り花ニーズを踏まえることで、日本でも適正な価格の短茎の花が出回っ
ていくと思われますし、需要が伸びる可能性も考えられるのではないでしょうか。
求められる花
ホームユース、カジュアルユースの花が伸び代の大きな領域で、求められる花は
、短茎、小輪。最近では草花、枝物が人気となっています。
草原から摘んできたような自然を感じるシャンペトル（田舎風）ブーケも人気で
す。これらのニーズに見合った（規格）の花が安定価格で供給していかなくては
ならないのではないでしょうか。
世界中で時代のキーワードとされるウェル・ビーイング（well-being、心身が健康
で社会的に満たされた幸福な状態）に花のある暮らしがフィットする。これをウ
ェルブルーミングwell-blooming と名付けて、花の効果啓発活動が花の消費拡大
活動として始まっています。（一般社団法人花の国日本協議会）花き業界も SDGｓ
（持続可能な開発目標）の活動として、スリーブ、フローラルフォーム、トレーな
どのプラスチック使用削減、リサイクルの環境対応に取組んでいます。本丸であ
る花についても、サステナブルな花（危険な農薬を使わない、農薬・肥料、エネ
ルギーの削減）への転換に取組んでいこうとしており、新たな花の時代がくるこ
とを期待しています。

４月 4 日
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